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   平成３０年度決算に基づく健全化判断比率審査意見について 

           

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項の規

定により審査に付された平成３０年度健全化判断比率及びその算定の基礎となった事項を記

載した書類を審査したので、次のとおり意見を提出する。 
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平成 30 年度決算に基づく健全化判断比率審査意見 

 

１ 審査の概要 

  この審査は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）第 3

条第 1 項の規定により市長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となった事

項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

２ 審査の期間                                                         

令和元年 7月 24日から 8月 8日まで 

３ 審査の結果 

⑴ 総合意見 

審査に付された健全化判断比率及びその算定の基礎となった事項を記載した書類は、

いずれも適正に作成されているものと認められた。 

 

⑵ 個別意見 

 
※ 実質赤字額、連結実質赤字額がない場合は「―」と表記する。 

           ※ ▲は黒字の程度を表す。 

健全化判断比率 平成 30年度 平成 29年度 平成 28年度 平成 27年度 

実 質 赤 字 比 率 
― 

(▲5.63％) 

― 

(▲4.61％) 

― 

(▲4.13％) 

― 

(▲5.59％) 

 
早期健全化基準 12.15％ 12.19％ 12.19％ 12.22％ 

財政再生基準 20.00％ 20.00％ 20.00％ 20.00％ 

連 結 実 質 赤 字 比 率 
― 

(▲15.15％) 

― 

(▲17.79％) 

― 

(▲14.98％) 

― 

(▲15.23％) 

 
早期健全化基準 17.15％ 17.19％ 17.19％ 17.22％ 

財政再生基準 30.00％ 30.00％ 30.00％ 30.00％ 

実 質 公 債 費 比 率  0.6％  1.4％  1.5％  2.8％ 

 
早期健全化基準 25.0％ 25.0％ 25.0％ 25.0％ 

財政再生基準 35.0％ 35.0％ 35.0％ 35.0％ 

将 来 負 担 比 率 24.6％ 14.4％ 10.2％  4.0％ 

 
早期健全化基準 350.0％ 350.0％ 350.0％ 350.0％ 

財政再生基準     



 

実質赤字比率については、当年度の実質収支額が 13 億 5,050 万円であり、前年度の 10

億 8,480万円に比べ 2 億 6,569万円増加しており、黒字であったため該当しなかった。 

連結実質赤字比率については、当年度の連結実質収支額が 36 億 3,313 万円であり、前

年度の 41 億 8,297 万円に比べ 5 億 4,983 万円減少したものの、黒字であったため該当し

なかった。 

実質公債費比率（3 箇年平均）は 0.6％で、前年度より 0.8 ポイント良化し、早期健全

化基準の 25.0％を下回っている。 

将来負担比率は 24.6％で、前年度より 10.2 ポイント上昇したものの、早期健全化基

準の 350.0％を下回っている。 

 

⑶ 是正改善を要する事項 

特に指摘すべき事項はない。 

 

 

（注）各比率の概要 

 ・ 実質赤字比率 

   一般会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率 

・ 連結実質赤字比率 

  全会計を対象とした実質赤字（又は資金不足額）の標準財政規模に対する比率 

・ 実質公債費比率 

  一般会計が負担する公債費及び公債費に準じた経費の標準財政規模に対する比率 

・ 将来負担比率 

   地方債残高のほか一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対す 

る比率 
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   平成３０年度決算に基づく資金不足比率審査意見について 

           

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第２２条第１項の

規定により審査に付された平成３０年度資金不足比率及びその算定の基礎となった事項を記

載した書類を審査したので、次のとおり意見を提出する。 
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平成 30 年度決算に基づく資金不足比率審査意見 

 

１ 審査の概要 

  この審査は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19年法律第 94号）第 22

条第 1 項の規定により市長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎となった事項

を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

２ 審査の期間                                                         

令和元年 7月 24日から 8月 8日まで 

３ 審査の結果 

⑴ 総合意見 

審査に付された資金不足比率及びその算定の基礎となった事項を記載した書類は、い

ずれも適正に作成されているものと認められた。 

 

⑵ 個別意見 

会 計 名 
資金不足比率 

経営健全化

基準 

平成 30年度 平成 29年度 平成 28年度 平成 27年度 各年共通 

水 道 事 業 会 計 
― 

(▲101.4％) 

― 

(▲116.5％) 

― 

(▲105.8％) 

― 

(▲106.6％)  
20.0％ 

公共下水道事業会計 
― 

( ▲8.8％) 

― 

( ▲8.3％) 

― 

( ▲9.2％) 

― 

( ▲9.2％) 
20.0％ 

※ 資金不足額がない場合は「―」と表記する。 
※ ▲は資金剰余の程度を表す。 
 

資金不足比率は、水道事業会計及び公共下水道事業会計のいずれも資金不足が生じて

いないため該当しなかった。 

参考までに、各事業が有している資金剰余金の事業規模に対する割合を上記の括弧の

内書きに表示した。 

当年度の資金剰余金は、水道事業会計が 17 億 6,856 万円、公共下水道事業会計は 1

億 7,225万円であった。 

 

⑶ 是正改善を要する事項 

特に指摘すべき事項はない。 

 

（注）資金不足比率の概要 

    公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率 


